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護衛艦さわぎり長崎港出島岸壁に入港
　

５
月
18
日
（
土
）
～
19
日
（
日
）
の
２
日
間
、
長
崎
地
本
は
第
16
普
通
科
連
隊
（
連

隊
長
：
南
野
延
寿
１
陸
佐
）
及
び
海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
「
さ
わ
ぎ
り
」（
艦
長
：
田
中

政
臣
２
海
佐
）、
の
支
援
を
受
け
、
長
崎
市
水
辺
の
森
公
園
出
島
岸
壁
に
お
い
て
艦
艇

広
報
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
般
公
開
前
日
の
17
日
（
金
）、
長
崎
港
に
「
入
港
用
意
」
の
ラ
ッ
パ
が
響
き
渡
り
、

午
後
２
時
に
「
さ
わ
ぎ
り
」
は
、
出
島
岸
壁
に
接
岸
し
、
長
崎
防
衛
協
会
（
会
長
：
植

松
俊
徳
様
）
主
催
に
よ
る
入
港
歓
迎
行
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
か
ら
の
一
般
公
開
で
は
初
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
雨
が
上
が
っ
た

２
日
目
は
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
１
６
０
０
人
余
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

来
場
者
は
甲
板
上
の
装
備
品
見
学
に
お
い
て
、
乗
員
の
熱
心
な
説
明
に
耳
を
傾
け
、

岸
壁
に
お
い
て
は
乗
員
主
催
の
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」、「
ラ
ッ
パ
演
奏
」
を
は
じ

め
、
海
自
佐
世
保
地
方
総
監
部
の
支
援
に
よ
る
ミ
ニ
制
服
試
着
や
16
普
連
の
車
両
展
示

な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

 　
　
　
　
　

        

　

ま
た
、
地
本
ブ
ー
ス

で
は
中
高
生
を
対
象
に

し
た
自
衛
隊
の
の
職
業

紹
介
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
、
小
さ
い
お

子
さ
ん
に
対
し
て
は
、

長
崎
地
本
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
な
が

り
ん
」
の
ぬ
り
え
に
挑

戦
し
て
も
ら
う
な
ど
、

様
々
な
年
代
の
方
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
長
崎
地
本

で
は
一
般
公
開
を
は
じ

め
体
験
ツ
ア
ー
な
ど
を

企
画
し
、
県
民
の
皆
様

へ
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
と
と
も
に
自
衛
隊

へ
の
ご
理
解
と
志
願
者

獲
得
へ
努
力
し
て
参
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
（
広
報
室
）

　

長
崎
地
本
は
、
４
月
27
日
（
土
）
に

大
村
駐
屯
地
、
翌
28
日
（
日
）
に
相
浦

駐
屯
地
、
５
月
12
日
（
日
）
に
福
岡
駐

屯
地
の
見
学
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
ツ
ア
ー
は
、
３
日
間
と
も
各
駐
屯

地
で
開
催
さ
れ
た
創
立
記
念
行
事
に
合

わ
せ
て
実
施
し
た
も
の
で
、
大
村
駐
屯

地
見
学
ツ
ア
ー
で
は
、
島
原
、
大
村
、

長
崎
、
琴
海
地
区
の
募
集
対
象
者
等
12

名
、
ま
た
相
浦
駐
屯
地
見
学
ツ
ア
ー
で

は
長
崎
地
区
の
募
集
対
象
者
３
名
、
５

月
12
日
の
福
岡
駐
屯
地
見
学
ツ
ア
ー
で

は
、
大
村
、
島
原
、
琴
海
、
壱
岐
地
区

の
募
集
対
象
者
等
９
名
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
村
駐
屯
地
で
は
、
装
備
品
展
示
、

模
擬
戦
闘
や
資
料
館
の
見
学
に
加
え
、

軽
装
甲
機
動
車
（
Ｌ
Ａ
Ｖ
）、
高
機
動

車
の
体
験
搭
乗
が
で
き
ま
し
た
。

　

相
浦
駐
屯
地
で
は
、
創
立
記
念
行
事

と
水
陸
機
動
団
創
隊
１
周
年
も
兼
ね
て

お
り
、
模
擬
戦
闘
で
は
水
陸
両
用
車
の

走
行
や
Ｃ
Ｈ
ー
47
か
ら
の
落
下
傘
に
よ

る
空
挺
降
下
等
他
で
は
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
迫
力
あ
る
装
備
品
や
隊
員
の
様

子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

福
岡
駐
屯
地
で
も
同
じ
く
装
備
品
展

各
地
で
陸
自
ツ
ア
ー
を
開
催

示
や
模
擬
戦
闘
の
見
学
の
ほ
か
、

音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
を
聴
い
た

り
、
96
式
装
輪
装
甲
車
の
体
験

搭
乗
も
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
入
隊
す
る

前
に
自
衛
隊
が
ど
ん
な
こ
と
を

す
る
の
か
自
分
の
目
で
見
る
こ

と
が
出
来
て
大
変
よ
か
っ
た
」、

「
自
衛
官
に
な
り
た
い
気
持
ち
が

増
し
た
」、「
圧
巻
の
模
擬
戦
闘

が
印
象
的
だ
っ
た
」
等
の
感
想

も
聞
か
れ
、
高
い
広
報
効
果
が

得
ら
れ
た
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

長
崎
地
本
で
は
、
陸
・
海
・

空
自
の
見
学
ツ
ア
ー
を
毎
月
開

催
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
中
・

高
生
や
そ
の
ご
家
族
の
方
な
ど
、

自
衛
隊
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り

た
い
と
い
う
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
班
）
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人　

事

長
崎
援
護
セ
ン
タ
ー

　

３
等
陸
佐　

丸
田　

英
之

平
成
31
年
４
月
19
日
付

諌
早
地
域
事
務
所

　

１
等
陸
曹　

大
島　

義
信

平
成
31
年
４
月
26
日
付

令
和
元
年
５
月
22
日
付

募
集
課

　

２
等
陸
佐　

園
田　

浩
士　

総
務
課

　

１
等
陸
曹　

長
尾　

勝
秋　

令
和
元
年
５
月
21
日
付

島
原
地
域
事
務
所
へ

　

３
等
空
曹　

永
川　

善
大　

令
和
元
年
５
月
1
日
付

よろしくお願いします

　
海
上
自
衛
官
　

　
　
母
校
で
熱
く
語
る
！

 

佐
世
保
出
張
所
へ

　

海
曹
長　
　

柴
田　

誠

【
転
入
】

令
和
元
年
５
月
17
日
付よろしくお願いします

【
付
配
置
】

　

長
崎
地
本
は
、
５
月
11
日

（
土
）
北
熊
本
駐
屯
地
に
お

い
て
第
１
０
５
補
給
大
隊
が

担
任
し
た
「
平
成
31
年
度
即

応
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
開

始
式
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
１
０
５
補
給
大
隊
は
、

平
成
30
年
度
末
に
後
方
支
援

部
隊
の
コ
ア
部
隊
と
し
て
目

達
原
駐
屯
地
に
新
編
さ
れ
ま

し
た
。訓
練
開
始
に
あ
た
り
、

橋
詰
大
隊
長
は
、『
30
日
間

と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
必
要
な
技
能
を
修
得
で
き

る
よ
う
し
っ
か
り
と
し
た
効

率
的
な
教
育
訓
練
を
実
施
し

て
い
く
。

　

常
備
自
衛
官
、
即
応
予
備

自
衛
官
の
皆
が
一
体
と
な
り　

　 即応予備自衛官
招集訓練開始式に参加

教
育
訓
練
に
励
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。』
と
訓
示
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
本
訓
練
開
始
式
に
は
、

板
谷
援
護
課
長
が
来
賓
と
し
て
出

席
し
、
祝
辞
を
述
べ
即
応
自
衛
官

に
対
し
激
励
の
言
葉
を
送
り
ま
し

た
。
訓
練
開
始
式
終
了
後
、
長
崎

地
本
が
担
当
す
る
即
応
予
備
自
衛

官
井
上
２
曹
と
懇
談
し
、
激
励
し

ま
し
た
。

　

長
崎
地
本
は
引
き
続
き
、
即
応

予
備
自
衛
官
が
訓
練
に
参
加
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、
部
隊

と
連
携
し
雇
用
企
業
へ
の
制
度
の

理
解
促
進
及
び
よ
り
よ
い
関
係
構

築
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
援
護
課
）

　

５
月
16
日
（
木
）
海
上

自
衛
隊
・
護
衛
艦
「
き
り

さ
め
」（
艦
長
：
伊
藤
雅

彦
２
海
佐
）
乗
組
員
の
三

木
哲
人
海
士
長
は
、
母
校

の
長
崎
県
立
西
彼
農
業
高

等
学
校
（
平
成
29
年
度
卒

業
）
体
育
館
に
お
い
て
、

全
校
生
徒
の
前
で
海
上
自

衛
隊
を
熱
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。

　

他
に
も
同
年
代
の
７
人

（
７
企
業
）
の
卒
業
生
が

来
校
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企

業
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
し
た

が
、
三
木
海
士
長
の
講
話

態
度
は
堂
々
た
る
も
の

で
、
在
校
生
も
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

内
容
は
、
現
在
の
仕

事
内
容
か
ら
始
ま
り
、

こ
れ
ま
で
の
勤
務
経
験

を
中
心
に
、
大
変
な

中
に
も
や
り
甲
斐
が
あ

り
、
日
々
充
実
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
話
し
て

い
ま
し
た
。
特
に
、
自

分
に
必
要
な
こ
と
、
出

来
る
こ
と
、
元
気
を
出

す
こ
と
に
つ
い
て
は
熱

く
語
り
か
け
、
公
務
員

志
望
者
に
将
来
の
選
択

肢
に
入
れ
る
こ
と
を
印

象
付
け
受
験
に
つ
い
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
事
細

か
に
説
明
し
、
生
徒
の

関
心
を
集
め
て
い
ま
し

た
。

　

今
後
も
学
校
訪
問
を

通
じ
て
自
衛
隊
を
理
解

し
て
頂
く
環
境
づ
く
り

に
努
め
、
１
人
で
も
多

く
の
優
秀
な
自
衛
官
の

獲
得
に
努
め
て
い
き
ま

す
。　
　
　
（
琴
海
所
）

　 
～
潮
風
を
感
じ
て
～

　
　
　
　
体
験
航
海
に
参
加

　

長
崎
地
本
（
本
部
長
：

小
谷
克
己
１
海
佐
）
は
５

月
13
日
（
月
）
に
海
上
自

衛
隊
護
衛
艦「
き
り
さ
め
」

（
艦
長
：
伊
藤
雅
彦
２
海

佐
）、
同
15
日
（
水
）
に

護
衛
艦
「
こ
ん
ご
う
」（
艦

長
：
廣
中
敬
三
１
海
佐
）、

同
17
日
（
金
）
に
護
衛
艦

「
さ
わ
ぎ
り
」（
艦
長
：
田

中
政
臣
２
海
佐
）
が
実
施

し
た
体
験
航
海
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
「
き
り
さ
め
」「
こ
ん
ご

う
」
の
２
艦
は
修
理
地
回

航
、「
さ
わ
ぎ
り
」
に
つ

い
て
は
、
長
崎
で
実
施
さ

れ
る
艦
艇
広
報
の
た
め
の

回
航
を
利
用
し
た
体
験
航

海
で
し
た
。

　

長
崎
地
本
か
ら
は
、
募

集
対
象
者
及
び
募
集
協
力

者
の
計
２
６
名
の
参
加
が

あ
り
、
早
朝
か
ら
長
崎
県

内
各
地
を
出
発
し
、
倉
島

岸
壁
に
集
合
し
乗
艦
し
ま

し
た
。

　

い
ず
れ
の
日
も
風
弱

く
、
視
程
良
好
で
絶
好
の

体
験
航
海
日
和
で
し
た
。

　

参
加
者
は
、
甲
板
上
で　

島
）
を
眺
め
つ
つ
、
日
頃

あ
ま
り
目
に
す
る
こ
と
の

な
い
女
神
大
橋
を
真
下
か

ら
見
上
げ
て
、
長
崎
港
に

入
港
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
若
干
の
疲

れ
を
見
せ
つ
つ
も
、
各
種

展
示
及
び
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

の
喫
食
と
内
容
盛
り
だ
く

さ
ん
の
体
験
航
海
に
大
い

に
満
足
し
た
様
子
で
艦
を

後
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
長
崎
地
本
で
は

修
理
地
回
航
等
を
利
用
し

て
、
体
験
航
海
が
実
施
さ

れ
る
場
合
は
積
極
的
に
参

加
し
、
自
衛
隊
へ
の
ご
理

解
と
志
願
者
獲
得
へ
努
力

し
て
参
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
（
募
集
課
）

　

武
器
操
法
展
示
や
艦
内

見
学
を
行
い
時
折
、
乗
組

員
に
質
問
す
る
な
ど
、
和

や
か
な
中
に
も
真
剣
な
眼

差
し
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

　

昼
食
に
は
、
各
艦
の
調

理
員
が
腕
に
よ
り
を
か
け

た
、「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」

を
堪
能
し
、
中
に
は
お
代

わ
り
を
す
る
参
加
者
も
い

る
ほ
ど
の
美
味
し
さ
で
し

た
。

　

そ
の
後
、
端
島
（
軍
艦　


